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令和３年７月発行 
 

 

 

茂原市教育委員会では、「茂原市学校再編審議会」で審議された具体的な学校再編案をも

とに、再編の対象となっている本納、新治、豊岡、五郷地区を対象として、住民意見交換

会を開催しました。配布資料や議事録、提出された意見等については、教育総務課ウェブ

ページで公開しております。 

当日の意見等については、学校再編審議会に報告し、『第二次実施計画』に関する答申に

向け審議していただき、令和３年６月２５日に審議会会長から教育長へ答申書が提出され

ました。 

答申書の詳細や審議会の議事録等については、教育総務課ウェブページで公開予定です。 
 

 

 

日 時：令和３年５月９日(土)１０時～、１８日(火)１９時～ 

場 所：本納小学校体育館 

参加者：５月９日(土)２１名、５月１８日(火)１８名 

 

※当日の主な意見等について 
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昨年の説明会で、本納小学校の新しい工事現場からガスが出たことが取り上げられ

た。どのような対応をとるのか。また、中学校での検査結果はどうだったのか。 

湧出ガスについては濃度は高くないということで、基本的な考え方としては自然排気

で対応する。ガス警報器を設け警報が鳴ったら窓をあける対策で十分であるという形で

ある。中学校については令和 3年度の予算でガス警報器を付ける。 

常時ガスを検知することから、特に何か月あるいは 1年ということではなく、通年で

ガスを察知できる。 

 

ガスが出た場合、避難の仕方について小学校と中学校では、どのような避難をするの

か。 

中学校で調査をしたところ、0.003％～0.007％のガスが検出された。湧出ガスは濃度

が 5％から 15％が危険な範囲といわれている。空気よりも軽いものなので窓を開放し、

空気を循環するような方法をとって対応する。 

理科の実験等でも火気を使う。爆発する可能性がゼロではない。そういう時は窓を全

開して換気することでよいか。 

検知器が鳴ったらすぐ爆発するものではない。危険な濃度に近づくと検知器が鳴るの
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で、窓を開けて検知器が鳴らない状態にすることが大切である。 

 

水害についての解釈はどのように考えているのか。 

小学校と中学校の PTAをどう考えていくのが良いか。他校の事例があったら教えてい

ただきたい。 

過去の大雨災害時において、建物の周りや校舎への浸水は確認されていない。新たな

校舎は 1階部分の床の高さは中学校の高さと一緒にしている。東側の道路と床面までの

高低差は 1ｍ位あるので、基本的に浸水することはないものと認識している。 

小学校と中学校の PTAについては、今後両校で話し合って進めていく。学校が子供た

ちのことを考えた取組をされていくと考える。 

通学路とか周りが浸水することはこれまでもあった。周辺も含めて何か対策はあるの

か。 

令和元年 10 月の大雨の被害を受けて、令和 2 年度から「茂原市小中学校の対応につ

いて」の統一基準を作った。気象庁から大雨警報や洪水警報等が出た場合、朝 6時の段

階で市内一斉に臨時休業とする。また、前日から警報が出ている場合、次の日の登校は

危ぶまれるため、夜 8 時までに出ている場合は自宅待機とする。（市内の全部の小中学

校がそれに基づいて対応する、ということになる。） 

 

今回の統合は大賛成である。クラス替えなど子供たちに刺激があり、いいかなと思っ

ている。もう少し広い場所で日当たりの良いところできなかったか。令和 5 年に新治

小、令和 8年に豊岡小との統合になると、教室数が足りるか。 

新治小、豊岡小と統合した際、教室数は 24で、十分足りると想定している。 

新校舎の場所について、小中一貫という中で共に空き教室の利用等を考えた際には適

当であり、日当たりも考慮した。 

 

外から建設中の校舎を見ると、ちょっと小さいのではないかと見た目が気になった。

今の中学校のプールを取り壊して遊具を作る、という話も出たので、プールのところに

校舎を作ってもらえたら良かったのかな、という思いもある。 

プールについては取り壊して民間に委託した授業を行う。体育館脇に遊具を整備して

いく。 

 

長南町の小中一貫教育のアンケートで、「勉強は楽しくなった。」とある。実際にはど

ういうことが楽しくなって良くなったのか。一貫校になることのメリット、デメリット

について教えていただきたい。 

昨年の意見交換会の時に、令和 3年度から茂原市全体で小中一貫教育を進めていく計

画を示したが、方針を変更した。本年度は本納地区の 4校において先進的に進める。理

由は茂原市全体の学校数も多いこと、実施をして良い面や課題を小中の教員がきちんと

理解した上で、共通理解して進めることが良いものにつながっていく。 

長南町のアンケートでも、実際にやってみていろいろなメリットはある。学習指導で

は「乗り入れ指導」により、中学の先生方が小学校に行って授業に参加することで、専
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門的な知識や話をする、といった面でも効果が期待できる。中学生にとっては、小学生

と一緒に行事を進める中で、手本となるような心も芽生える。小学生の立場では中学生

と交流することで、感謝の気持ちを持つことにつながる。課題点もいくつか指摘されて

いるが、一貫教育を進めることにより、効果が大きく期待できる。 

 

茂原のモデル校とは、一体具体的にはどんなことになるのか。「元気に挨拶ができる

子」がこの学校の理想か。 

本納地区 4 校では目指す子供像を共有して、共通して取り組んでいこうと話し合っ

た。生活習慣では「挨拶や言葉遣い」、学習面では「話し方、聞き方」である。 

今までやってなかったということではなく、小中一貫教育として重点的に取り組んで

いきましょう、となった。 

 

通学路の問題について、学校の便りで 9月からの登校時間を中学校は 8時まで、小学

校は 8 時 10 分までとあるが、実際はかち合う時間帯かなと思う。中学校の周辺の通り

が激しいので、混雑するのではないか。 

学校の駐車場以外に、橘樹神社さん、ほのおか館の駐車場にも話をして、小学校が移

転してからは朝の時間に使えるような形でやっていきたい。皆さんが同じ時間に来る、

というのは混雑が予想されるため、時間帯を少し分けるような形を今後考えていくこと

になると思う。 

 

［令和３年５月１８日(火)］ 
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本納小学校の校庭や体育館の有効活用はどのように考えているのか。 

土砂災害警戒区域に指定されたことから、天候や安全性に十分配慮した中で、できる

だけ住民の方に使っていただけるよう、検討していく。 

 

中学校の第２グラウンドとして使用することはどうなったか。崖の心配はないように

補強等を考えているか。それとも、雨の日や地震がないときは使用して良い感じか。 

第２グラウンドの件は、決まっていない。現在は崖の方を措置する考えはない。危険

がないように条件を付け、制限した中での利用について検討している。 

 

 本納中学校のグラウンドに土を入れたり中学校の周りのフェンスを直したり、新校舎

に小学生が入ってくる前に整備も行ってほしい。 

 グラウンドの整備やフェンスについては、予算の確保等にも努めて子供たちの環境整

備に力を尽くしていく。 

 

 学校の周辺で変質者や盗撮の情報があった。いろいろな事件があると思うが、どのよ

うに市役所は把握し、保護者に連絡が来るのか。 

 いちばん多くの情報をもらえるのは、学校から入ってくることが多い。市は青少年指

導センターや本市の生活課と情報を共有する。そして、市内の他の学校、他の地域や地
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区に一斉に情報の伝達を行っている。 

 

この辺りは雨が降ると通学路が沈んでしまう。対策として何か進んでいるのか。 

 本納地区については、河川整備事業が進んでいかないと抜本的な対策にはならない。

市としては、赤目川の改修事業、それに流れ込む乗川（のりかわ）の整備に取り組んで

いる状況である。引き続き、県に対しては事業推進を図るように要望していく。 

 

 新しい学校まで家からどのような通学ルートになるのか。いつ頃、どのような形で決

まるのか。 

 学校では、子供たちの家からどのルートを通るといちばん安全に登校できるかを検討

している。保護者からも子供たちの登校に際して、学校と情報を共有しながら進めてほ

しい。 

 

中学校の周りの道路幅員が狭い状況であり、市役所の各課が連携をして道路整備をし

てほしい。 

 学校周辺の道路整備については、北側の通りの本宿下踏切から橘樹神社にかけての道

路が一部歩道がないため、歩道整備に取り組んでいる。 

 学校の前の道路については、グリーンベルトを設置して安全対策に取り組んでいく。 

 

茂原市では、オンライン授業についてどのようになっているのか。 

学校では今１人１台のコンピュータが割り当てられ、ＩＣＴを活用した授業を行い、

情報活用能力等の力を付けていきたい。今の段階では、オンライン授業をすぐに始めら

れるような準備までは進んでいない。 

 

 学校が合併して小学校のクラスが１学年２クラスずつになると、クラスが全部入るの

か。 

 本納小中学校の教室は 24 教室ある。小学校（新校舎）の教室で不足が生じたときに

は、中学校（既存校舎）の教室を使っていく。 

 

今年は、修学旅行やイベントなどは中止になってしまうのか。 

 昨年度、茂原市内の小中学校は一斉に修学旅行を中止する判断をした。これは感染の

予防を考えてのことである。 

 今年度は、感染防止を十分に踏まえた上で、保護者の理解と子供たちの考え等を総合

的に考え、各学校で十分検討して行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【お問い合わせ】 
茂原市教育委員会 教育総務課 学校再編推進室 

電話：２０－１５５７    FAX：２０－１６０７ 


